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序

縄文時代の千葉県は浅い入江が複雑に入り組んで，当時の人々が生活するのに格好の場所で

した。とくに食料の蛋白源となる豊富な魚・員類が豊富で，集落で消化されるだけではなく，

物々交換などの交易の対象ともなったと考えられています。貝塚はそうした魚・貝類を加工し

た残浮が堆積してできたもので，通常は腐朽してしまう魚骨などの遺物も，大量のカルシウム

によって，あたかも「タイムカプセル」のなかに納められたように保存されてきたので，員塚

は様々な情報を提供をしてくれる宝庫となっております。

ところで，近年の開発の波は首都圏に位置する本県も例外ではなく，景観の変化も著しいも

のがあるのも事実で，埋蔵文化財にも少なからず影響を及ぼしつつあります。

このため千葉県教育委員会では，昭和63年度から国の補助金を得て，県内に所在する貝塚の測

量及び確認調査を実施し，その成果をもとに，員塚を保護し，活用するための基礎資料としてき

ました。今年度は東葛地区の貝塚のなかでも有数の規模をもち，明治時代から学会にも知られ

ていた流山市上新宿貝塚を財団法人千葉県文化財センターに委託して調査を実施しました。

調査の結果，北側と南側に展開する弧状の員層については，縄文時代後期から晩期にかけて形

成された員塚であることが分かりました。集落を構成していた竪穴住居も確認され，集落の営ま

れた範囲を限定することが可能となりました。また，出土遺物にも，土偶や土版などの特殊な遺

物や動物の牙・角を利用した装飾品・道具類があり，当時の生活を知る上で貴重な調査資料を得

ることができました。

このたび，これらの調査成果を報告書として刊行するにあたって，本書が学術資料だけでは

なく文化財保護のために，広く一般県民の方々にも活用されることを願って止みません。

最後に，文化庁をはじめ，地元の流山市教育委員会，土地所有者をはじめとする地元関係者，

そして調査を担当された財団法人千葉県文化財センターの皆様に心からお礼申し上げます。

平成7年3月

千葉県教育庁生涯学習部

文化課長森 成吉



凡例

1.本書は，流山市上新宿字向宿237他に所在する上新宿貝塚(遺跡コード220-017)の発掘調

査報告書である。

2.本事業は，千葉県教育委員会が国庫補助を受けて行っている県内主要貝塚発掘調査の第 7

年次にあたるもので，調査は財団法人千葉県文化財センターに委託して実施した。

3.発掘調査は，平成6年10月3日から同年10月31日までであり，調査面積は200ばである。整

理作業及び報告書作成は，平成6年11月1日から同年12月28日までである。

4.調査・整理及び報告書作成は，調査研究部長西山太郎，印西調査事務所長 谷 旬の指

導のもとに，主任技師 岡田光広が担当した。

5.調査の実施に当たっては，流山市教育委員会，土地所有者 伊藤直彦，青木ふく子，岩佐

豊吉，伊藤光男，志賀文雄，伊藤三郎，豊島啓行，渋谷義博，渋谷正次の各氏を初めとす

る地元の皆様から多大の御協力を賜った。記して感謝の意を表する次第です。

6.現地調査から報告書の作成に至るまで，下記の諸氏から多くの御協力，御指導をいただい

た。特に脊椎動物の鑑定には，千葉県立中央博物館 小宮孟氏の協力を得た。(敬称略)

川根正教，増崎勝仁，阿部明義，岩城克洋，小栗信一郎，小宮 孟，高山 優，辺見秀

子，牟田行秀

7.本書に使用した地形図及び空中写真は，以下のとおりである。

第l図 国土地理院発行の1:50，000地形図(野田)

第36図流山市発行の1:2，500地形図流山市地形図NO.20，NO.21， NO.25， NO. 

26を合成し， 1:5，000に縮尺使用。

図版l 京葉測量株式会社による平成6年撮影の空中写真を使用。

記号説明

一白
土器断面図

@ 基準杭 繊維土器

混貝土層
.補助杭
ポイント

灰

焼土



序文

凡例

本文目次

1.はじめに

1.上新宿貝塚の位置と環境

2.周辺の遺跡

3. 研究略史 ...・H ・-…....・H ・....・H ・...・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 

II.調査の概要・H ・H ・......................................................................................... 5 

1.調査の経過 …...・H ・..…...・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・..… 5 

2.調査方法 …H ・H ・....・H ・............................................................................ 5 

3.各トレンチの状況 '"・H ・.....・H ・..…...・H ・.....・H ・.....・H ・..…...・H ・..…...・H ・....・H ・... 6 

m.出土遺物の概要 …...・H ・..…...・H ・..…...・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・..…...・H ・.....・H ・..…・・・ 15

1.土器 ...・H ・.....・H ・.....・H ・..…...・H ・.....・H ・..…...・H ・.....・H ・H ・H ・..…...・H ・..…...・H ・..15 

2.土製品 ………...・H ・..…...・H ・..…...・H ・.....・H ・H ・H ・.....・H ・..…...・H ・.....・H ・.....・H ・..34 

3. 石器 …・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 36 

4.骨角牙製品 ...・H ・.....・H ・H ・H ・.....・H ・......・ a・......・H ・..……...・H ・.....・H ・..…...・H ・..… 39

5. 動物遺体 …...・H ・-…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 41 

6.貝サンプル ...・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・..…...・H ・..……...・H ・..42 

N.まとめ ...・H ・..…...・H ・.....・H ・.."..・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・H ・H ・....・H ・......・H ・.....・H ・..… 48

1.員層の分布とその形成時期について ・H ・H ・.....・H ・....・H ・...・H ・H ・H ・.....・H ・.....・H ・..48 

2.遺構の分布と集落の範囲 ...・H ・.....・H ・H ・H ・.....・H ・..…...・H ・.....・H ・....・H ・......・H ・..49 

3.おわりに …...・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・..…H ・H ・...・H ・H ・H ・..… 51

図 版 目 次

巻頭図版上新宿貝塚出土の骨角牙製装身具 図版4 各トレンチの状況(2)

9T員層の検出状況 図版5 各トレンチの状況(3)

図版1 上新宿貝塚周辺の航空写真 図版6 1. 1 T出土土器

図版2 1.遺跡遠景 2.1T-001出土土器

2.遺跡近景 図版7 1. 3T出土土器

3.遺跡近景 2. 4 T出土土器(1)

図版3 各トレンチの状況(1) 図版8 4T出土土器(2)



図版9 5 T出土土器

図版10 5 T -0 0 1出土土器

図版11 1. 6 T出土土器

2. 7 T出土土器

3. 8 T出土土器

図版12 9 T出土土器

図版13 1. 10T -0 0 1出土土器

表

表l トレンチ杭座標値一覧 ・・H ・H ・...・ 6 

表2 土製品属性表 …...・H ・..…...・H ・..35 

表3 石器組成表(1)..，・H ・..…..，・H ・..… 36

表4 石器属性表 ...・ H ・..………...・ H ・..38 

表5 石器組成表(2)・・… H ・H ・0"....・H ・...39 

表6 骨角牙製品属性表 ………...・H ・..40 

目

2. 10T -0 0 2出土土器

3. 11T-O 01出土土器

図版14 1. 11 T出土土器

2.石器

図版15 1.土製品

2.骨角牙製品

次

表7 動物遺存体種名一覧・H ・H ・..…… 41

表8 員類同定結果・計測分布(1)…… 44

表9 貝類同定結果(2)・H ・H ・..…...・ H ・..45 

表10 員類同定結呆(3)...・ H ・..…...・ H ・..46 

表11 計測分布(2)……...・ H ・.....・ H ・..… 47

挿図目次

第 1図 上新宿貝塚と周辺の遺跡 ...・ H ・..…...・ H ・..…...・ H ・..…...・ H ・..………...・ H ・..……… 2 

第2図 1964・1965・1966年の調査 ...・ H ・H ・H ・.....・ H ・..………..，・ H ・..…...・ H ・"....・ H ・..…… 4 

第3図 1T ...・ H ・H ・H ・..……..，・ H ・H ・H ・.....・ H ・H ・H ・...".・ H ・H ・H ・..…..，・ H ・...".・ H ・..…...・ H ・.. 7 

第4図 2T.3T.4T ………...・ H ・..…...・ H ・..………………...・ H ・..……...・ H ・.....・ H ・.. 8 

第5図 5T.5T-001…..，・ H ・.."..・ H ・.....・ H ・..……………………'"・ H ・..…'"・ H ・..…… 10

第6図 6T . 7 T・8T・9T …...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・..12 

第7図 10T …...・ H ・.....・ H ・H ・H ・..…...・ H ・"....・ H ・.....・ H ・H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・H ・H ・..…...・ H ・..13 

第8図 llT ………...・ H ・H ・H ・......・ H ・H ・H ・....0・H ・H ・H ・..……...・ H ・-…...・ H ・.....・ H ・H ・H ・..… 14

第9図出土土器組成・ H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・..……...・ H ・..………...・ H ・..……………………… 15

第10図 出土土器数量比…………...・ H ・H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・..…...・ H ・..15 

第11図 1 T出土土器 …...・ H ・..……...・ H ・..……...・ H ・.....・ H ・..…………...・ H ・.....・ H ・..…… 16

第12図 1T-00l出土土器 …………...・ H ・.....・ H ・..…...・ H ・..……...・ H ・H ・H ・..………… 17

第13図 1T-003出土土器 …...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・H ・H ・.....・ H ・H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・..…… 18

第14図 3T出土土器 ...・ H ・H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・..……..，・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・..18 



第15図 4T出土土器(1)…...・H ・..…...・H ・..…...・H ・..…...・H ・.....・H ・..…...・H ・..…...・H ・..… 19

第16図 4T出土土器(2)...・H ・..…H ・H ・...・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・-・…...・H ・..20 

第17図 4T出土土器(3)…...・H ・.....・H ・..…...・H ・.....・H ・..…...・H ・.....・H ・....・H ・...・H ・..…… 21

第18図 5T出土土器(1)・H ・H ・.....・H ・..…...・H ・....・H ・...・H ・.....・H ・.....・H ・H ・H ・.....・H ・..…… 23

第19図 5T出土土器(2)..・H ・H ・H ・...・H ・H ・H ・..…...・H ・.....・H ・.....・H ・..…...・H ・.....・H ・..…… 24

第20図 5T-00l出土土器 …...・H ・.....・H ・..…...・H ・.....・H ・H ・H ・.....・H ・....・H ・......・H ・..26 

第21図 6T出土土器・H ・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・H ・H ・.....・H ・.....・H ・..…...・H ・..…...・H ・..… 27

第22図 7T出土土器 ...・H ・.....・H ・..…...・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・..…...・H ・....・H ・......・H ・..28 

第23図 8T出土土器・H ・H ・.....・H ・..…...・H ・.....・H ・-・…・H ・H ・.....・H ・.....・H ・H ・H ・.....・H ・..… 29

第24図 9T出土土器(1)・H ・H ・.....・H ・.....・H ・..…...・H ・.....・H ・..……H ・H ・...・H ・H ・H ・.....・H ・..30 

第25図 9T出土土器(2)・H ・H ・H ・H ・.....・H ・H ・H ・.....・H ・H ・H ・..…...・H ・..…...・H ・..…...・H ・..… 31

第26図 10T-0 0 1出土土器・H ・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・H ・H ・..…...・H ・..… 32

第27図lOT-002出土土器・H ・H ・H ・H ・-・…...・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・H ・H ・-・…・H ・H ・..… 33

第28図 llT出土土器 …...・H ・H ・H ・..…...・H ・.....・H ・..…...・H ・..…...・H ・.....・H ・..…...・H ・..… 33

第29図 llT-OOl出土土器・H ・H ・H ・H ・..…...・H ・..…...・H ・.....・H ・..…...・H ・..…...・H ・..… 34

第30図土製品(1)・H ・H ・H ・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・..…..，・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・H ・H ・..…… 35

第31図土製品(2)・H ・H ・H ・H ・..…H ・H ・...・H ・-・…・H ・H ・.....・H ・..…...・H ・-・…・H ・H ・.....・H ・..…… 36

第32図石器(1)・H ・H ・H ・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・H ・H ・....・H ・......・H ・.....・H ・.....・H ・..… 37

第33図石器(2)・H ・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・..…H ・H ・...・H ・..…...・H ・.....・H ・..… 38

第34図骨角牙製品・H ・H ・.....・H ・.....・H ・..…...・H ・.....・H ・H ・H ・.....・H ・..…・H ・H ・.....・H ・..…… 40

第35図遺構配置模式図・H ・H ・.....・H ・.....・H ・H ・H ・.....・H ・H ・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・..49 

第36図 上新宿貝塚周辺の地形 …...・H ・.....・H ・....・H ・......・H ・.....・H ・-・…・H ・H ・.....・H ・..図版扉裏

付図 1 上新宿員塚地形測量図 ・H ・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・..…...・H ・..…...・H ・..… 巻末



1 .はじめに

1.上新宿貝塚の位置と環境(第1図，第36図，図版1) 

上新宿員塚は流山市上新宿字向宿237ほかに所在する。東武鉄道野回線の初石駅から，西に約

1kmの距離にある。流山市は，江戸川に面して南北に長い市域を有しているが，遺跡はそのほ

ぼ中央に位置する。付近は標高14mから19mを測る台地上及び斜面であるが，旧地形は現状で

の観察よりも複雑で¥これらは発掘したトレンチにも現れている。

現在の江戸川が流れる中川低地が，縄文海進時に古奥東京湾であったことはよく知られてい

る。そして，そこから開析された小支谷にも海水が及んでいたことは，地質学的な調査によっ

ても明らかにされている(遠藤ほか1989)。流山市内の遺跡の多くは，古奥東京湾による開析谷

に面して立地するが，開析は市南部ほど発達する。そのうち 流山市と松戸市の市境となる坂

川のある坂川低地は古流山湾と呼ばれ，最も大規模な開析谷である。これは，現在の流山市鰭

ケ崎付近から東へ進入し，対岸に松戸市幸田を望む芝崎付近でさらに複雑に枝分かれする。市

内で次に大きな開析谷は，下花輪支谷と呼ばれるものである。市役所のある流山市平和台付近

から北上し，上貝塚を経て上新宿付近で谷頭となる。

上新宿貝塚の現況は，台地上が畑地，宅地，篠林である。貝層は，大きく北側と南側に分か

れるが，いずれも遺存状況の良好な部分ほど篠林に覆われている。低地部分は，かつては水田

で、あったが常磐自動車道路の開通により，水田用水が断たれたため，現在は荒地となっている。

2.周辺の遺跡(第l図)

上新宿員塚周辺には，現在の江戸川本流や，そこからの開析谷に面して立地する遺跡が各時

代を通して数多く存在する。ここでは既に調査された遺跡を中心に，貝塚と縄文時代の遺跡に

ついて概観する。まず，下花輪支谷に面する遺跡から紹介していくことにする。

右岸に面しては，上貝塚員塚(8)がある。上新宿貝塚の南にわずか800mの距離に位置し，縄

文時代後期の称名寺式期から晩期後半に至る共通した時代性とともに，上新宿員塚と最も関係

の深い遺跡であろう。平成元年度に行われた発掘調査では，貝層本体部分に調査区は及んでい

ないが，堀之内式期，後期安行式期の住居跡等が検出されている。上貝塚貝塚の北に隣接する

上貝塚遺跡(7)は，前期黒浜式期の集落を中心とする遺跡である。次に左岸では，北から西初石

2丁目遺跡(5).若葉台遺跡(6).桐ケ谷新田遺跡(9).西初石桜窪遺跡(10)等がある。西初石 2

丁目遺跡からは，称名寺式期を中心とする良好な遺物包含層と，当該期の土坑群が検出されて

いる。若葉台遺跡では，黒浜式に属する住居跡等の遺構，遺物をはじめ，後晩期の遺物も少な

からず出土している。下花輪支谷の南には，後晩期を主体とするJ馬蹄形員塚の三輪野山貝塚

(11)がある。土地区画整理事業に伴う三輪野山地区一帯の確認調査では，道路を挟んだ東側の

位置で，小規模な貝の堆積とともに堀之内式から後期安行式の土器が多量に出土したと報告さ
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れている(小栗 1989)。この貝塚の西側低地部分は，現在流山市が三輪野山八重塚低地遺跡

(12)として調査中であり，堀之内式~安行3d式に至る遺物が多く出土している。

古流山湾(坂川低地)に面しては，縄文時代前期関山式を主体時期とする大集落である幸団

員塚(14)がある。小支谷を挟んだ東には，名都借第E遺跡(16)，清滝院前遺跡(15)がある。い

ずれも地点貝塚を伴い，前者からは阿玉台式の住居跡等が検出されている。野々下貝塚(13)も

地点貝塚を伴う。堀之内式を中心に，加曽利E式から晩期前半までの遺物が出土している。

江戸川本流に面する小さな支谷沿いにも，著名な遺跡が分布する。野田市の山崎貝塚(2)は，

国指定の史跡で，後晩期の馬蹄形民塚である。江戸川台駅の西側には中野久木遺跡(4)，中野久

木日暮第I遺跡(3)が所在する。前者は中期，後者は後期前半を主体時期とする地点員塚で，そ

れぞれ当該期の住居跡等が検出されている。

3.研究略史

上新宿貝塚は古くから知られており，学会の注目を集めていた貝塚である。東京からの地理

にも恵まれ，踏査や発掘調査がたびたび行われている。上新宿員塚を周知させた最も古い文献

は，明治26年発行の東京人類学雑誌である。阿部正功氏が実践，又は発見したとされる員塚等

の所在地名表の中に「下総国東葛飾郡上新宿村字向宿」と記載されている(阿部 1893)。初め

ての発掘調査は，昭和3年10月に東京人類学会により行われている。その内容は，宮内悦蔵・

赤堀英三の両氏によって報告された。報文は全体に調査日誌的な内容ではあるが，出土する土

器とともに貝層にも注意し，セタシジミ，ハマグリ，マガキ等の出土状態が，員塚の中の層位

毎に観察されている(宮内・赤堀 1928)。また同誌上で，中谷治字二郎氏が，出土した双口土

器を図版とともに紹介している(中谷 1928)。翌昭和4年には，このとき採集された員の観察

結果が報告され(赤堀 1929)，昭和7年には，紡錘車状土製品の紹介がある(中根 1932)。昭

和15年11月，再び東京人類学会により上新宿貝塚の遠足会が実施された。発掘調査は， r前回の
場所の南方約百米，台地縁に近い部分」が選ばれた。出土する土器は，地表又は表土から員層

上部には安行式が，員層中には加曽利B式が，土層中には堀之内式が，それぞれ多く見られた

との記述がなされている。また，員層は概ね麟水産の貝によって構成されることや，骨角器や，

シカ，イノシシを中心とする獣骨，人骨等が検出されたことが報告されている(無名姓1940)。

これらの自然遺物は，翌昭和16年に直良信夫氏により分析結果が報告され，検出された植物・

動物の遺存体から当時の自然環境を想察している(直良 1941)。この後しばらく，上新宿貝塚

が踏査又は調査された様子はない。再度，上新宿員塚に調査の目が向けられるようになるのは，

昭和39年のことである。この年から 3年次にわたり，上川名昭氏を中心とする日本大学第三高

等学校考古学会が発掘調査を行っている。調査期間は，各年度とも 7月下旬の約 1週間が充て

られた。調査は，最終的にAから Jまでの10地点が発掘された。これまでの調査の中では最も

規模が大きく，出土遺物はりんご箱に換算して約60箱を数えるという。初めて貝層のポーリン
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グ調査が実施され，南側に弧状貝層，北側に面状貝層の存在が明らかになった(上川名 1993.

第2図)。発掘調査からは，縄文時代晩期の安行3a式をはじめ，後期の堀之内式，安行2式の

竪穴住居跡が検出され，各トレンチ及び住居内からは台付土器や浅鉢形土器， ミニチユア土器

の，いわゆる異形土器と呼べるようなものが多く出土している。さらに，透かしの施された耳

飾，耳栓，土偶や土版等の土製品に加え，彫刻や線刻の施された骨角歯牙製の各種装飾品は，

当員塚の性格を考える上で極めて重要である。しかし，報文では遺構に関する情報に乏しいな

ど，調査成果を十分に整理しきれていないようである。その後に行われた発掘調査はないが，

当貝塚採集のオオツタノハ製貝輸についての紹介がなされる(小栗 1985)など，当員塚から

出土する遺物の特殊性がクローズアップされている。

人

OlOOm  

第2図 1964・1965・1966年の調査
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11.調査の概要

1.調査の経過(付図 1) 

調査は10月3日から開始され， 1週間ほどはボーリング調査とトレンチ調査を併行して実施

した。ボーリング調査により，次第に員層の分布範囲が明らかにされたころ， トレンチ調査と

併行して業者委託による地形測量を実施した。各トレンチの設定目的については，それぞれの

項で述べるが，基本的には遺跡及び集落の範囲と，員層の状況を把握することに主眼を置いた。

5月に行った現地踏査では，これらの条件を満たし，調査期間中に農作業の影響が少なそうな

場所を選択した。しかし，南側に突出する台地部分に繁茂していた篠林は，ボーリング調査に

さえも支障を及ぼし，草刈りを余儀なくされた。

トレンチは過去の調査との重複をできるだけ避け，最終的には11か所に設定した。このうち，

4T， 7T， 8T， 9Tでは，貝層外縁の状況を把握することができたが，遺構の検出を目的

に設定した 2Tでは，全く遺構は検出されなかった。同じ目的で調査した lTでは，堀之内式

期の竪穴住居跡2軒と，堀之内式から加曽利B式期と思われる竪穴住居跡1軒等が検出された。

また，南側弧状員層の外縁にあたる 5Tからも堀之内式期の竪穴住居跡 l軒が検出されたが，

晩期における居住域を明らかにするという点では不十分であった。このため，北側貝層の東に

11Tを追加設定し調査を行った。晩期前半の土坑が検出されたのみであったが，これにより晩

期の居住域の限定性が推測可能となった。

調査期間中を通じて曇天の日が多かったものの，雨にたたられた日はほとんどなかった。作

業は比較的順調に進行し，すべての作業は10月31日に無事終了することができた。

2.調査の方法

調査は，員層分布の把握を目的とするボーリング調査と，員層や遺構の状況を把握するため

のトレンチ調査とに分けられる。

ボーリング調査は，長さ 1mのボーリングステッキを用い，地中で明らかな員層の感触が得

られるものについてのみ「員層あり」の判断を下している。トレンチ調査によって露出した貝

層と照らし合わせると，多くの場合この判断はいわゆる混土貝層までを掌握していることがわ

かる。ただし. 5 Tの斜面で「貝層あり」とした長さ約22m.幅3m-5mの範囲は， トレン

チ調査により地山斜面崩落に伴う二次的な堆積と推定できたが，その規模が大きく， トレンチ

調査だけで全体の判断を下すことは危険なので，地形図にはそのまま掲載した。

トレンチの設定はすべて任意である。地形測量の際に，各トレンチそれぞれ2点のトレンチ

杭から公共座標値を測定している。トレンチの名称は，遺跡北東部の第 1トレンチを起点とし，

時計回りに順に第10トレンチまで付したが，追加設定となった第11トレンチについては例外と
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なった。なお，文中での呼称は，第1トレンチは r1 T Jというように略称を用いている。 ト
レンチの調査面積は， 11トレンチ合計で、200m'で、ある。

杭番号 X座標 Y座標 杭番号 X座標 Y座標

1T-19 -12912.496 6872.022 6T-1O -12990.999 6813.991 

1T-20 -12919.869 6866.883 7T-11 -12936.380 6785.641 

2T-1 -12921.865 6906.215 7T-12 -12937.568 6791.523 

2T-2 -12928.785 6913.419 8T-13 -12886.253 6801.044 

3T-3 -12948.994 6939.938 8T-14 -12890.107 6806.876 

3T-4 一12955.352 6947.631 9T-15 -12883.771 6819.693 

4T-5 -13017.202 6865.358 9T-16 -12876.722 6823.442 

4T-6 一13020.860 6872.464 10T-17 -12883.076 6864.140 

5T-7 -13019.273 6791.266 10T-18 -12891.967 6859.584 

5T-8 -13028.631 6775.922 11 T-21 -12899.527 6841.846 

6T-9 -12990.328 6806.022 11 T-22 -12903.346 6840.665 

表1 トレンチ杭座標値一覧

3.各卜レンチの状況

1 T (第3図，図版3) 

員塚の北東側の遺構の分布状況を確認するために設定したトレンチである。付近は南側から

上ってくる斜面がようやく平坦化する位置で，標高は19mに近い。 1Tの西側でボーリング調

査により貝層を確認していたが， トレンチは遺構確認を主目的としたため，貝層からは外れた

位置に設定している。トレンチ中央付近からは，表土下で薄い灰混じりの破砕貝混員士層を認

めた。上端は耕作の影響を受けて，撹乱層的であったため，当初はプライマリーなものか否か

の判断を下せなかったが， トレンチの土層断面から住居跡の覆土上層に堆積していたものであ

ることが判明した。 001号及び002号住居跡は，土器の集中箇所を精査することで，床面・周溝

等を検出し，住居跡であると判断したものである。

1 Tー001・002号住居跡(第3図，図版3) 

両跡ともに確認面と覆土の色調に区別がつかなかったため，床面に到達したところで住居と

判断できたものである。床面はいずれも凹凸が激しく，深さlOcm程の周溝を有している。 002号

住居跡には確実に伴うと思われる遺物の出土がないため，明確な時期判断はできない。 001号住

居上に貼床が認められないことと，覆士に大差がないことから，おそらく001号より若干古い後

期前半に属するものと考えられる。 001号住居跡は， 002号住居の床面をわずかに掘り込んで、い
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. !2，30冊一

土器集中状況(1: 40) 

問。
<l 

1唱目 以E
匂llOH 易きι

川‘居間Q 'O~'$'"

Lv刊号令」
。 1 m 

l層表土

2層 浪員土層(暗褐色土.灰.焼土.炭化物，破砕員)

3層 階褐色土層(ローム粒子.焼土粒子.炭化粒子各少量混入)
4層 階褐色土層(ローム粒子少量混入)

5層 褐色土居(ローム粒子多量混入)

6層撹乱

7層 H青褐色土層 (ローム粒子.焼土粒子各少量混入)
8層 明褐色土層(ローム漸移層)

9届 暗褐色土層(ロームプロァク細粒少量混入)
10層 褐色土層(ロームプロック細粒やや多〈混入)

II層 階褐色土層(炭化物，灰各少量，破砕貝微量混入)

12層 明褐色土層(ロームプロック細粒多量混入)
13婦 i昆員土層(暗茶褐色土，破砕貝)
14層 黒褐色土層(ローム粒子少量混入)

15層 褐色土層(ローム粒子多量混入)

第3図 lT

E 

o 

る。住居北部で一部周溝が途切れ，この内側からは深さ 5cmほどの浅い掘り込みに深鉢形土器

底部が埋め込まれていた。いわゆる埋饗である。この付近からは，堀之内 1式土器3個体分が

集中して検出されている。

1 Tー003号住居跡 (第3図，図版3) 

トレンチの北東隅に暗褐色土を主体とし，わずかな破砕貝を含む落ち込みが認められていた。

当初は002号住居上に見られた灰混じりの混貝土と同じように，後世の撹乱的なものであろうと

思われたが，念のため部分的に試掘を行ったところ，床面，ピット及び，骨角器を検出 し，住

居跡であるとの見解を得た。部分的な所見ではあるが，ロームへの掘り込みの深さは約50cmで.

床面は凹凸があり，壁は傾斜して立ち上がる。覆土の色調からも， 001号， 002号の両跡よりは

若干新しい時期に属するものと思われる。

2 T (第4図，図版3) 

やはり貝塚北東部で，台地上に展開すると思われた集落の範囲と状況を確認するために設定

したトレンチである。付近は標高19mの平坦な台地上である。表土は耕作土の単一層で，厚さ

は全体に30cmである。わずかな土器片が出土しただけで，遺構等は全く検出されなかった。ま

た，出土した土器片は全体に磨耗したものが多く見られた。いずれも僅少で、あるが，識別でき

たものとして，後期の称名寺式，加曽利B式土器がある。
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2T.3T.4T 第4図

3 T (第4図，図版3) 

員塚本体からはかなり離れた位置であるが，遺跡の範囲と旧地形の状況を確認するために設

定した。付近は標高17.5mの南側に下る緩斜面である。表土は耕作土の単一層で，厚さは全体に

トレンチ西側で上端がやや削平されたローム面を検出したが，東側は暗褐色土約30cmを測る。

層に覆われていた。このため，幅1mのサブトレンチにより調査を続けた。暗褐色土層は埋没

土器等の遺物は認められない。谷部に向かう斜面を検出し，調査を終了した。

4 ) (第4図，図版3.

谷の堆積層で，

4T 

台地部からは一段下がった，いわゆる段丘状の地形に位置する貝層の状況把握を目的に設定

トレンチの標高は.13.5m ~ 14.0mで，旧水田面との比高は1.3m~ 1. 8mである。現状でした。

地山トレンチ西側の斜面上部では，は段正状を呈するが，当時の地形としては斜面部である。

この部分での厚さ約70cmを測る褐色土層の上にマガキを主体とする純良層がの上に堆積した，

認められた。純良層は加曽利B式期から後期安行式期の中のいずれかの時期に堆積しているが，
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長期にわたって堆積したものとは考え難い。褐色士層中からの出土土器は，加曽利B式を主体

に，少量の称名寺式，堀之内式，後期安行式が見られる。純貝層の上部には，ヤマトシジミを

主体とする茶褐色土混土員層が堆積しているが，斜面下部に向かつての流出が著しく，晩期遺

物包含層である黒色土の上に堆積する結果を招いている。黒色土中には，安行 3a~安行 3 c 

式を主体に，やはり後晩期の遺物が混ざり合うが，褐色土中からは晩期土器の出土はなく，黒

色土は晩期の遺物包含層として捉えることができる。これらを整理すると.まず地山の上に加

曽利B式期を主体時期とする褐色土層があり，その上にマガキ主体純良層が堆積する。次に純

貝層の上に暗褐色混土貝層が堆積する。当層の端部は.漸移的に破砕貝主体となり土層化する。

なお，純貝層はマガキを主体としたが，平面的な観察からはハマグリの集中ブロック等が認め

られている。純貝層からはコラムサンプルを採取した。コラムサンプルを採取した地点のすぐ

北側は，員層が不自然に途切れており，過去の調査の痕跡であると思われる。

5 T (第5図，図版4) 

表面観察とボーリング調査により，最も良好な状況を呈すると予測された貝層の状況と台地

縁辺部における遺構の確認を目的に設定した。ボーリング調査により斜面部で確認された貝層

の状況を把握することも兼ねるため，幅 1mの部分を含め， トレンチの長さは18mである。 ト

レンチ上部とトレンチ下部との比高は約3.5mを測る。現況はトレンチ上部が台地上で，篠林，

トレンチ下部は段正状の平坦面で，旧水田面との比高は約 1mを測る。この部分での地山はロー

ム層ではなく，地表下40cmで粘土面を検出している。台地上の員層は，厚さ20岨の比較的薄い

ものだが，混入する土色の違いから 2層に分層できる。上層は黒色士が混入する混土員層で，

マガキ，ハマグリ，ヤマトシジミが多く観察できた。下層の西側は，マガキを主体とする純員

層に近い混土員層であり，東側はマガキ，サルボウ，ヤマトシジミを含み，茶褐色土が混入す

る混土員層である。当層からは獣骨，魚骨が肉眼でも多く観察され，骨角器も出土している。

下層の員層は，分布範囲が001号住居跡と重なることから，住居跡内に堆積した遺構内員層であ

る。上下，いずれの貝層からも加曽利B式土器が主体的に出土している。 001号住居跡内に堆積

した員層からは，コラムサンプルの採取を行った。なお，斜面部の員層は崩落した地山の上に

二次的に堆積したものである。

5Tー001号住居跡(第5図，図版4) 

トレンチの東端で，台地縁辺に近い位置に所在する。南側l弧状貝層西端部の状況を知るため

に，幅50咽のサブトレンチを入れたところ，床面と思われる硬質面を検出した。しかし，掘り

込みがほとんどなかったことや，同時に見られた焼土，灰の性格について不明であったため，

トレンチ内に限りその硬質面を追うことにした。まもなく，員層の下部から柱穴，周溝等が現

れ，住居跡であることが確実となった。住居跡の掘り込みはひじように浅く，わずかな褐色土

の覆土上に貝層の堆積が見られることから，住居廃絶後短期間のうちに員の堆積が始まってい

-9-
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るものと判断できる。遺物は，住居内に堆積した員層中から加曽利 B2~B3 式土器が主体と

なって出土しており，本遺構の帰属時期もほぼそれに準じるものと思われる。また，同じく貝

層中からは，ヘアピン等の骨角器と，それらの製作に用いられたと思われる加工痕を有する獣

骨，鹿角，牙等の素材が多く出土しており，骨角器製作跡としての性格が窺える。

6 T (第6図，図版4) 

南側弧状員層の内側における遺構の確認を目的に設定した。付近は標高15.5mの平坦面である。

地山は台地上で見られるローム層とは異なり，粘性が強く水の影響を受けたものと考えられる。

遺構の検出はなかったが，表土下40cm付近から縄文時代後晩期の遺物包含層が認められた。遺

物包含層は黒色土の単一層で，やはり粘性を有している。このような水の影響がいつ頃から及

ぼされたのかは不明であるが. 6 T付近が雨水を集めて留めやすい地形であることに起因する

と思われる。 6Tからのみ，土偶，土版等の特殊な遺物と，晩期後半の千網式及び¥その併行

期とされる大洞A式土器の出土が認められている。

7 T (第6図，図版4) 

北側員層の南端部の状況を把握するために設定した。トレンチの西側には，南から進入する

谷が埋没している。地山は6Tよりもさらに粘性を強く帯び，部分的な試掘により，地表下約

50cmで粘土層が露出した。確認された遺構は柱穴状のピット l基である。底面には粘土が貼ら

れており，後世の建物跡の一部であると思われる。埋没谷に向かう斜面で混土員層が検出され

たが，北側弧状員層全体に見られる汽水産のヤマトシジミは主体とはならず，むしろ献水産の

マガキ，サルボウ等が多く認められた。

8 T (第6図，図版5) 

北側弧状員層外縁部の状況と，旧地形を把握するために設定した。 トレンチは北側弧状貝層

の最高位地点から西に約2m下った位置で，標高14.8mを測る。トレンチ西側には，南側から進

入する谷が埋没している。調査は，幅50cmのサブ、トレンチを発掘することにより行ったが，遺

存状況の良好な貝層を確認するだけにとどめ，コラムサンプル採取地点以外での貝層の掘り下

げは行っていない。貝層の純度は東側ほど高く，視認ではほとんどが比較的大型のヤマトシジ

ミによって占められていた。また，員層西側の埋没土は下部に進むに従い，土中の含水量が増

え湧水したため，調査は途中で打ち切らざるを得なかった。遺物は，埋没土中から安行3c式

土器が主体的に出土している。

9 T (第6図，図版5) 

やはり，北側弧状貝層の外縁の状況を把握するために設定した。 トレンチは北側弧状貝層の

最高位地点の北に位置し，標高は15.5mである。検出された員層は. 8 T同様ヤマトシジミを主

体とする純度の高いものである。員層の厚さは約20咽で，ほほ単一の層から形成されているた

め，短期間のうちに堆積が行われたものと考えられる。貝層は検出面の観察にとどめ， コラム
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ト 10T(1 : 100) 
;""0 

lOT-001 (1 : 50) 10T-002 (1 : 50) 

E
-
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17.80m 17.80m 

恥

~一

o 1 m 

o 

。日

10T-001 

1層 暗褐色土層(ロームプロァク細粒多量，破砕員徴量混入)

2層 黒褐色土層(ロームプロァク細粒少量混入)

3層 明褐色土層(ローム粒子多量混入)

4層 褐色土層(ローム粒子少量，ロームプロックやや多く混入)

5層 暗褐色土層(ロームプロック細粒多量混入，下部に炭化物，焼土粒混入)

10T-002 

1層 褐色土層(ロームプロック細粒やや多く混入)

2層 茶褐色土層(ローム粒子多量混入)

3層 明褐色土層(ローム粒子多量混入)

10T-001 

第7図 10 T 

10 T (第7図，図版5) 

集落の範囲を確認するために設定したトレンチである。 1Tの西には地形的な段差があり，

人為的な削平が行われていることが予想できたが，貝層そのものに削平が及んでいるか否かは

不明であったため，その状況を把握することも兼ねている。付近の標高は18m前後で，南西に

向かつて緩く下る斜面である。表土は全体に20cm程度と薄く， トレンチの北側では確認面に一

部ハードローム面が露出するが，これは耕作によるものであろう。 トレンチの南端では土坑3

基が検出されており，このことからも貝層が寸断されるような削平があったとは考えられず，

地形の段差は旧状での斜面部を整形しただけのものと思われる。土坑の検出によりトレンチを

拡張し，プランの判明した 2基については，その帰属時期を知るために完掘調査を行った。

10T-001号土坑(第7図，図版5) 

平面形は，径1.0mを測る円形を呈する。ロームへの掘り込みは1.2mと深く，ほほ円柱状に掘

り込まれる。覆土中には，全体にロームブロック等を多く含んでおり，埋め戻されたものと判

-13-



断できる。遺物は，覆土の5層上面付近から安行3a式大型土器片が出土したほか，晩期前半

のものが主体である。また，覆土中からはイノシシ牙製の垂飾品が出土している。

10T一002号土坑(第7図，図版5) 

平面形は円形を呈し，径1.2mの規模を有する。ロームへの掘り込みは， 15cmと浅い。坑底は

平坦だが，やや軟質である。 1か所に，坑底からの深さ35cmのピットが掘られている。遺物は

坑底に接して，安行式の組製深鉢下半部が出土している。

11T (第8図，図版5) 

縄文時代晩期の居住域を確認するために設定した。ボーリング調査により確認された北側弧

状貝層の東端部に近い位置である。付近の標高は17mを測る。表土は新旧の耕作土2層からな

り，厚さ40cm前後を測る。表土下には，黒褐色土の遺物包含層が堆積する。 9Tで見られた黒

色包含層ほど色調的に濃くはないが，出土遺物の内容から 9Tと同様の性格を有するものと考

えられる。確認できた遺構は，土坑3基とピット 1基である。 トレンチ内にプランの収まった

1基のみ完掘調査を行い，縄文時代晩期の所産であることが判明した。

11Tーo0 1号土坑(第8図，図版5) 

平面形は円形を呈し，径1.0mの規模を有する。ロームへの掘り込みは25cmで、あるが， トレン

チ断面にかかった他の土坑等がローム面よりも約10cm上位から掘り込まれているため，本遺構

も実際は35cmほどの深さを有していると考えられる。覆土中に混入物は少なく， 自然な堆積状

況である。坑底は軟質で，中央部がやや低い。 1か所に深さ10cmのピットが掘られている。出

土遺物は少量であったが，晩期前半の土器片が出土している。

'7 

E豆三三百
l層表土

2層 暗褐色土層(表土下部)

3層 黒褐色土層(遺物包含層)
4層暗茶褐色土層

5層褐色土層(ローム漸移層)
6層 暗褐色土層(ピットの掘り込み)

7層 暗褐色土層(l1T-003の掘り込み)

E 
司司ド

<::) 

-14 

l1T-OOl (1 : 50) 

16.30m 

ミ玉三ナ
l1T-OOl 

1層 暗褐色土層(ローム粒子少量混入)

2層 黒色土層(ローム粒子少量混入)

3層 暗褐色土層(ローム粒子少量混入)

第8図 11 T 



ill.出土遺物の概要

今回の調査では，縄文時代後晩期の土器を中心に，土製品，石器，骨角器等の遺物が出土し

ている。まず，縄文土器についてトレンチ毎に掲載して説明し，その他はそれぞれの項目の中

で一括して説明していくことにする。なお，各トレンチから出土した縄文土器の数量及び組成

比は，設定したトレンチの面積が一定でないことや，識別不可能な小片や無文のものはカウン

トしていないため，あくまで参考資料であることをお断りしておく 。

100 

加曽手118

(39.8%) 

第10図 出土土器数量比

200 300 400 

第9図 出土土器組成

1.土器

1 T (第11図，図版6-1 ) 

500 

昌晩期後半

口晩期前半

囚後期後半

口後期中葉

図後期前半

口中期

. 前期

600 (数量)

堀之内式，加曽利B式が主体を占める。 1~ 4は，堀

之内1式である。いずれも地文に縄文を有し，蛇行懸垂

文を軸に複数単位の沈線文が施されている。 5は口唇下

に，刻み目を有する貼り付け文を巡らせる掘之内 2式で

ある。6は，無文の浅鉢形土器である。口縁部は波状を

呈し.推定口径11.3cmを測る。器面に施される調整と器厚

から，堀之内式と思われる。 7-11は，加曽利B式であ

る。 7は縄文のみ. 8は条線のみが施される口縁部片だ

が，口唇部内側に稜を有することからB2式以降のもの



jヤ

8 
11 

12 

14 
13 

15 

。 10咽 16 

第11図 lT出土土器

であろう。 9-11は，刻み目状の連続刺突文や磨消縄文を文様の主要素とするB3式である。 1

2-15は，安行1式である。 15を除き，帯縄文が施される精製土器である。 16は，やはり帯縄文

がベースとなるが，刻み目状文も見られ安行2式である。

1 Tー 001号住居跡(第12図，図版6-2) 

堀之内 l式を主体としている。 1は，推定口径29.5咽を測る深鉢形土器である。小突起状の波

状口縁は4単位で，波頂部下には単位文様として蛇行沈線等が垂下する。 2は推定口径30.4咽を

測る。 2連の波状口縁を有し 全体にはそれが3単位で口縁部を形成するものであろう。波頂

部下に渦巻き状の沈線が施され，波頂部聞には蛇行する沈線等が垂下する。地文には単節LR

縄文が施される。 3は，底径10.0咽を測る。胴下半部には，垂下する 3条の沈線が認められる他，

縦位にヘラ状工具による細かな調整が施されている。 4は，底径13.8cmを測る。やはり縦位にヘ

ラ状工具調整が施されるが. 3よりも幅広である。 5は，波頂部が橋状となる装飾的な口縁部

である。波頂部下に刻み目を有する隆帯を垂下させ，単位文様とする。地文は縄文を施した後，

-16-



斜位の多条沈線が加えられる。6は小突起状の波状口縁を呈するものである。波頂部の内側に

は円形の孔が施される。7は地文の縄文のみを認める口縁部片で，口唇部は内側に折れ，尖り

気味となる。8は，櫛歯状工具による条線のみ施されるものである。9は，やや粗い沈線によ

り円形状の文様が描出されるものであろう。9のみ2式と思われる。10は，浅鉢形土器である。

沈線により縄文帯と条線帯が区画される。加曽利B2式である。11は安行1式粗製土器である。

o 20cm 

11 

。 10佃

8 

第12図 1T-001出土土器
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1 Tー 003号住居跡 (第13図)

1は口唇下に l条の沈線を巡らせる。波状口縁の波頂部下には円形の窪みを配し，単位的な

文様とする堀之内 1式である。2は単位文様部を欠くが，単位文様の垂帯を挟んで沈線文が菱

形に配されるものであろう。やはり l式である。 3は，口縁内側にも沈線と縄文帯が施される

堀之内2式である。 4は，口唇下に刻み目による梯子状文が施されるものである。波状口縁を

呈し，加曽手IJB3式である。

3 

。
10cm 

第13図 1T-003出土土器

2 T 

縄文土器のほとんどは小片で，磨耗したものが多かったため，図示できるものはない。

3 T (第14図，図版7-1 ) 

4 

やはり出土数は，少量である。1，2は胎土中に繊維を含む黒浜式で，いずれも内面はよく

磨かれる。3は縄文帯を弧状の沈線により区画するもので，曽谷式の可能性がある。4は安行

l式精製土器である。

。 10cm 

第14図 3T出土土器

4 T (第15図~第17図，図版7-2，8) 

加曽利B式，後期安行式が4T出土土器の70%近くを占める。 1は，隆帯に沿って 2列の結

節沈線文が施される阿玉台式である。2，3は微隆起線により，口縁部無文帯と胴部縄文部が

区画される加曽利EN式である。4は称名寺 1式で，口唇部は内屈ぎみとなる。 5は，沈線文

と列点文を有する称名寺2式である。6-8は堀之内 1式である。 9は，幾何学的な沈線区画

の施された堀之内 2式である。10も堀之内 2式で 地文の縄文上に幾何学的な沈線のみが施さ

れる。11-23は，加曽利B式である。11は台付の鉢形土器である。 12は，横位磨消縄文を縦位

の鎖状沈線により区画するB1式である。17は 浅鉢又は皿状を呈する器形のものである。充

-18-
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第17図 4T出土土器 (3)
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填される縄文は，ひじように細い原体のものが使用され，縄文帯の上位にわずかに残る刻み目

からB3式と思われる。 13-16，22は， B 2式である。 13は波状口縁を呈し，口端部外側に刻

み目を有する。 16は肥厚する口縁部で，縦位の条線が施される。 22は，磨消縄文帯の区画沈線

が一方しか用いられない。 18-21は， B 3式である。いずれも連続刺突文や刻み目が特徴的に

施されている。 19は癒状貼付文が付されることから，曽谷式の可能性がある。 23はB2式以降

の粗製土器である。 24-29は，安行1式精製土器である。 25を除き，帯縄文や癌状貼付文が主

文様となる。 25は内湾する器形を呈し，少なくとも口縁部は無文であるので，あるいは曽谷式

の可能性がある。 27は浅鉢形土器であろう。おそらく四隅が角張り，上から見ると四角形に近

い形状になるものと思われる。 30-36は，安行l式粗製土器である。口縁部の器形は内傾し，

口唇下に刻み目状の連続刺突を施すものが多い。 37は安行2式精製土器である。 38-43は，安

行2式粗製土器である。口唇部が肥厚し，口唇下には刻み目や紐線文が巡らされる。また， 40， 

41， 43には縦位の沈線区画文が施される。 44-46は，安行3a式である。 44，46には， こぶし

状貼付文が付される。 47-55は，安行3b式である。磨消縄文の手法を用いたものが多く見ら

れるが，充填文は縄文とは限らず，細密沈線となるものも多い。 47-49は，その典型であろう。

51は推定口径21.4咽を測る深鉢形土器である。口縁部の縄文帯部分は肥厚し，口唇部には小突起

状の貼り付け文が施される。 52，53も細密沈線が特徴的に施されており， 53ではシャープな刻

み目が加わる。鉢形土器であろう。 54は，くの字状に外屈する口縁部で，広口壷と思われる。

56-59は，後期安行式の粗製土器の特徴を引き継ぐものである。 56-58は，安行 3a式， 59は

3 b式であろうか。 60-65は，安行3c式である。施文される沈線は，比較的太いものが多い。

65では連弧状のモチーフとなる。 64は無文であるが他の口縁部に見られるようなヘラ状工具

による調整(ヘラケズリ)が施されている。 67は， 3 a式以前の粗製土器である。

5 T (第18図，第19図，図版9) 

全体には加曽利B式を主体とするが，台地縁辺の褐色土上面からは称名寺式，堀之内式の大

型破片が出土している。 1は胎土中に繊維を含み，ループ縄文が施される黒浜式である。 2，

3， 5は，微隆起線文が施される加曽利EN式である。 6もEN式であるが，明瞭な微隆起線

による区画文は有さず，無文帯は凹み状となる。 4，7-11は，称名寺式である。 4は，曲線

的な沈線により縄文帯を区画する。 7は，いわゆるJ字状文等が描出されるものであろう。 8

は，横位1条の沈線が口縁部と胴部の区画をなし，沈線のみにより文様が表出されるものであ

る。 9，11は，櫛歯状工具を縦横斜位に施し，文様が構成されている。 11の口唇下には，指頭

状工具による連続圧痕文が加えられる。 12-22は，堀之内式である。 12，13は同一個体である。

口縁部に，いわゆる 8字状付文を単位文様として施し，やはり単位文様としての磨消縄文帯が

垂下するもののようである。 15は，地文の縄文上に多条の沈線が施されるものである。 16は，

単位文様として隆帯が垂下する。 17，18はいずれも，蛇行する沈線が垂下するものであるが，18

-22-
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は地文を持たない。 19は2条単位の沈線により眼鏡状の文様構成がとられるもので，堀之内2

式と思われる。 20-22は，把手又は突起を有する口縁部である。 22は，突起の外周と土器内面

に渦巻き状の沈線が施されている。堀之内2式と思われる。 23-33は，加曽利B式または曽谷

式である。 23は，内面口唇下に横位1条の沈線が巡る加曽利B式。 24は口唇端部外側に刻み目

を有する波状口縁で.B 2式以降であろう。 25.26は沈線により無文帯と条線施文部を区画す

るものである。 B2式である。 27は，曽谷式の浅鉢形土器である。 28は，弧状に区画された磨

消縄文帯を有するB3式である。 29-31は.B 3式から曽谷式に比定できるものである。 30は，

コンパス文状の沈線文が施される。 31は補修孔を有する口縁部片で，口唇下に刻み目と平行沈

線により梯子状文を施す。 32.33は，口唇下に紐線文の付された粗製土器である。 34-41は，

後期安行式である。 34は，焼成前穿孔の透孔を有するものである。縄文帯の区画が未発達であ

るので，前出的なものかもしれない。 35.37は，帯縄文と癌状突起の施される典型的な 1式精

製土器である。 38.39はいずれも，横位の連続刻み目状文が文様の特徴となるが. 1式の粗製

土器とは異なり，その施文部位は縄文帯施文部のようにわずかに隆起している。やはり前出的

で，あるいは曽谷式の範轄に含まれるものかもしれない。 40.41は2式の精製土器である。縄

文帯に沿って，三角形状の刻み目が施されている。 42-44は，晩期前半の土器である。 42が3

a式.43が3b式.44が3c式に，それぞれ比定できるものと思われる。 45は網代痕の残る底

部である。堀之内式土器である。

5T-001(第20図，図版10)

遺構内堆積と思われる貝層中を中心に出土している。内容的には，加曽利B2式-B3式が

主体となる。 1. 2は，いずれもPl内から出土したもので，称名寺式である。 3は， くの字状

に内屈する堀之内 1式の口縁部で. 2条の沈線と円形刺突文が施されている。 4は直線的な沈

線区画文内に，縄文が充填される堀之内2式である。 5は無文の口縁部である。内外面ともに

よく研磨調整が施されている。堀之内式の鉢形土器と思われる。 6-14は，加曽利B2式であ

る。 6は把手である。表面にのみ刻み目の施された隆帯が貼り付けられる。 7-9は，集合す

る斜沈線が特徴となるものである。 7は頚部付近に無文帯を有する深鉢であろう。肩部には円

形状の連続刺突文が加えられる。 8の口唇部は，尖り気味となる。 9は，推定口径14.6咽を測る

浅鉢形土器である。 10.11はB2式と思われる粗製土器である。 10は，口唇直下に紐線文が付

されるものである。 111土地文に節の粗い縄文を施し，条線を加えたものである。 12は，推定口

径26.7咽を測る浅鉢形土器である。器形は口縁部直下で著しく屈曲し，算盤玉をイメージさせる。

口縁部には磨消縄文と円形の貼付文が施され，体部には沈線区画内に斜沈線を充填する。 13は，

薄手の深鉢形土器である。胴のくびれ部は，矢羽状沈線を施した後，横位に調整が加えられ，

区画のない無文帯を形成する。 14は口唇下に沈線を巡らせ，口縁部縄文帯内に斜位の沈線区画

による磨消縄文帯が施される。 15は，口唇下に刻み目状の連続刺突を施すB3式の口縁部であ

-25-
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第20図 5T-00l出土土器
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る。16は胴のくびれ部付近の破片で， くぴれ部には押し引き状の連続刺突が施されている。や

はり B3式である。17は口縁部が大きく外反し，口径10.0cmを測る小型の鉢形土器である。文様

はなく，外面はヘラ状工具による調整が縦位，斜位に施されている。加曽利B式と思われる。

18は，帯縄文の施された安行1式精製土器である。19は台付鉢の台部で，安行3a式と思われ

る。 20は，純良層上面で出土した無文の深鉢形土器である。推定口径23.0cmを測る。口唇部のみ

丁寧な研磨調整が施される。胴部は内外面とも，古墳時代の土締器に見られるような調整で，

内面がヘラ状工具によるナデ外面はやはりヘラ状工具によりケズリ状の調整がなされている。

器形から加曽利B式の粗製土器として捉えられよう。

6 T (第21図，図版11-1 ) 

安行3c式を主体としている。このトレンチからのみ，晩期後半の安行3d (前浦)式，千

網式とその併行期の土器が少量ながら出土している。器種的にも，いわゆる異形を呈する土器

のほか，別項で述べる土偶，土版等の特殊な遺物が多い。また，土中の水分の影響か， これら

の土器，土製品の多くは，まるで表面が溶けだしたかのように荒れており，胎土中の砂粒が浮

き出ている。lは，船形状を呈すると思われるものである。施される沈線から 3c式と判断す

る 。 2~5 も 3 c式であろう 。2は，台付鉢の底部と思われる。3も同様のものと思われるが，

4 ￥主才

」

10cm _， 
10 

~l 
。

第21図 6T出土土器
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台部外面には貼付による隆帯が巡らされている。 5には，玉抱き三叉文が見られる。 3c ~ 3 

d 式に比定されよう 。 6 以下は晩期後半の土器である 。 6~ 8 は，前浦式である 。口縁部片で

ある 6，7は，内面にも沈線文が施されている。 9は千網式である。折り返した口縁部に横位，

胴部に縦位の撚糸文が施されている。 10も千網式で，いわゆる浮線網状文が施される。 11は，

推定口径31.2cmを測る浅鉢形土器である。口縁部の内面に 1条，外面に 3条の沈線が浮線状文風

に巡る。おそらく大洞A式土器の模倣品であろう。

7 T (第22図，図版11-2 ) 

全体としての出土量は多量ではないが，加曽利B式，堀之内式の順に多く出土している。 1

~4 は，堀之内 1 式である。図示したすべての地文には，無節縄文が施されている 。また，施

文される沈線は，多条化しない。 5は外反する器形の口縁部で，口唇部外面に刻み目を有する。

加曽利B2式以降のものである。 6は，安行2式以降の組製土器である。 7は， こぶし状突起

の付される安行3a式である。 8は無文の口縁部片で，器表面はヘラ状工具により調整される。

晩期の粗製土器である。

3 

4 

6 。 10cm 
8 

第22図 7T出土土器

8 T (第23図，図版11-3 ) 

晩期前半の土器を主体とし，次いで後期安行式，加曽利B式の順に多く出土した。 1は，沈

線により区画された縄文帯がJ字状文となる称名寺1式である。 2は，円形状の沈線区画を主

文様とし，区画帯内に縄文を充填する堀之内2式である。 3は，癒状貼付文の付された安行 1

式精製土器である。 4は波状口縁のもので 波頂部下に豚鼻状貼付文が縦位に連続して付され

ている。安行2式の系譜を引き継ぐ安行3a式である。 5は縦位 2条の沈線を，やはり 2条の

弧状沈線が両側から囲む文様が配されている。器面の調整はヘラ状工具による。施される紐線

文に後期安行式粗製土器の名残を留める 3a式である。 6は，口唇下に 1条の沈線を巡らせ，

以下は枠状文が施される。姥山式である。 7は，安行3a ~ 3 b式の浅鉢形土器であろう 。8
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は，意匠文風の沈線区画内に，細密沈線状の短沈線が充填されるものである。3b ~ 3 c式に

比定されよう。9，10は口唇上に小突起が貼り付けられる 3b式である。9は口縁部の外屈か

ら，広口壷の可能性がある。11は口縁部に2条の沈線を巡らせ，以下に縦位の沈線を集合状に

施す。3b 式に比定されよう 。 12~15は， 3 c 式である 。 12~14は，沈線文聞に短沈線や，刻

み目状の列点文が加えられるものである。16は 円形の貼付文が付される晩期後半の前浦式で

ある。類例が銚子市余山員塚出土土器の中に見られる (石橋宏克ほか1991)0 17， 18は，晩期前

半に比定されると思われる粗製土器である。18は補修孔が穿たれている。

内
ハ
川

T
U
M

代、
13 

18 

16 。 10cm 

第23図 8T出土土器
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9 T (第24図，第25図，図版12)

設定したトレンチの位置が8Tと近接することもあり，出土土器の組成はほぼ同様の比率を

示す。1~ 3は，称名寺式である。1は，磨消縄文により意匠文を作出する 1式である。 2• 

3は，口縁部に 1条の沈線を巡らせ，以下に細かな集合条線を施している。4~ 7は，加曽利

B式である。4は，横位の沈線により区画された4条の縄文帯が， さらに縦位の階段状沈線に

より区切られるB1式である。5は弧状の沈線区画文と，頚部付近に刻み目状の連続刺突文が

施されるB3式である。6は，弧状の沈線区画文が眼鏡状を呈しており，曽谷式と思われる。

7は，推定口径9.0cmを測る小皿状の土器である。口唇部外側には刻み目が施されており，加曽

利B2 式以降のものと思われる 。 8 ~ 11 は，安行 1 式の組製土器である 。 12は，波状口縁に平

行して三角形に文様を区画する，いわゆる三角内帯文が施される。内帯文上には刻み目が施さ

れ，安行2式の精製土器である。13は口唇下の肥厚部に帯縄文を巡らせ，帯縄文の中位より下

に刻み目状の連続刺突文を加えるものである。l式か2式の判断はできなかった。14. 15は2

式の粗製土器である。14の沈線区画内の条線は，磨消されている。16は波頂部を欠損する。三

角内帯文が縄文帯となる安行 3 . a 式である 。 17 ~ 22は いずれも安行 3a ~ 3 b式に比定され

るものである。17は枠状文により区画された帯縄文を有し，低い癌状の貼付文が付される。19

の縄文原体は細く. 3 b式の可能性が高い。22は肥厚する口唇部の外側に，多蔵竹管状工具に

より押し引き状の連続刺突が加えられている 。 23 ~ 31は，安行 3 b式である。23の帯縄文上に

は，癒状貼付文が付されている。24は外屈する口縁部で，細密沈線状の集合条線が施されてい

る。25は口縁部が折り返されている。施文される縄文原体は，極めて細かい節のRLである。

26~28は，区画内に細密沈線が充填されるものである 。 26 と 28には，この時期に典型的な半円

30 
31 v 

32 
33 

す'~

34 

議;2
事がF- 36 

。 10cm 

第25図 9T出土土器 (2)
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状の区画文が併せて用いられる。29は，平縁ながら菱形状の沈線文を有するものである。姥山

式系である。30，31 もやはり姥山式系のものである 。 32~34は，安行 3 c式である。いずれも

沈線は，彫刻的に施されている。33には列点文が伴う。35は，比較的太い沈線を狭い間隔で施

す3d式である。36は，胴部に眼鏡状浮文の付される浅鉢形土器である。大洞B式から大洞B-

C式に比定できょう。37は，網代痕を有する底部である。堀之内式土器である。推定底径は9.8

cmを測る。

1 0 Tーo0 1 (第26図，図版13-1 ) 

覆土の中層から出土した安行3a式の大型破片をはじめとして，主体は晩期前半である。 1

は，外反する器形の口縁部である。口縁下部は削られるように調整され，縄文帯部分が肥厚す

る。加曽利B2式である。2は斜位の条線文のみ施される口縁部である。やはり B2式である。

3は縄文帯の端部に， 一対の癌状突起が付されるものである。曽谷式から安行 1式に比定され

よう。4，5は安行1式で， 4が精製， 5 が粗製土器である 。 6 ~ 1lは，安行 3 a式である。

7のみ縦長の豚鼻状突起を有するもので，縄文帯となった三角内帯文が施されている。6，8， 

10は，沈線区画による磨消縄文を主な手法とし， 三叉文等が施されている。9は，推定最大径

11 

10 。

。
8 

10cm 

第26図 1 0 T-00 1出土土器
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25.5cmを測り，最大径付近に癌状貼付文が

施される広口壷である。12は，口縁部に細

密沈線が充填される 3b式である。13，14 

は口唇下に刻み目状の短沈線又は，連続刺

突が施される 3c式である。

1 OT-002 (第27図，図版13-2 ) 

坑底から安行式の粗製土器下半部が出土

している。1は底部が尖底状となり，条線

のみが弧を描くように整然と施される。上

半を欠くため，後晩期のいずれに属するも

のかは不明である。

1 1 T (第28図，図版14-1 ) 

。 10cm 

第27図 10T-002出土土器

後期中葉と晩期前半の土器が主体的である。1は内湾する口縁部で，緩い波状口縁のもので

ある 。 称名寺式と思われる 。 2 ~ 5 は，加曽利B式である 。 2 は，内面に 2 条の沈線が巡るも

のである。3は，細い沈線により磨消縄文が区画されるB2式である。4は，斜格子状に沈線

が施されるB2式である。5は，貼り付けられた隆帯の上端に刻み目が施される。B2式以降

のものと思われる。6は，推定口径10.9cmを測る丸底の椀形土器である。器面には単節RL縄文

j 
3 

》

10 

8 9 。 10cm 
ヒニニニ

第28図 1 1 T出土土器
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が横位に回転施文されるが，底面までは及ばない。加曽利B式である。 7は，装飾突起の付さ

れた口縁部で，安行3a式と思われる。 8は，安行3a式の広口壷の肩部であろう。 9は三叉

文の透かし彫りが施されるもので，台付鉢の台部である。やはり 3a式と思われる。 10は，菱

形状の区画文が施される。 3a~3b 式に比定できょう。 11 は， 3b~3c 式の浅鉢形土器で

あろう。

1 1 Tーo0 1 (第29図，図版13-3 ) 

晩期前半の土器を主体的に出土している。 1は，安行3b式の浅鉢形土器である。 2は，彫

刻的な沈線が施されている。 3は口縁部片で梯子状の沈線文が施されている。 4は，比較的

細い区画沈線を施し，刻み目状の連続料突を加えるものである。 5は，粗製土器の底部付近の

破片である。細い斜沈線のみが施されている。

3 4 

。 10cm 

第29図 llT-OOl出土土器

2.土製品(第30図，第31図，図版15-1 ) 

今回の調査で出土した土製品には，土器片錘，土製円盤，耳飾，土版，土偶等がある。耳飾

等の土製装身具は，昭和39年 ~41年の調査において，透かし彫りが施されるなどの精綴なもの

が多く見られたが，今回は小さな破片での出土でしかない。また，土偶，土版も前回の調査で

は，晩期初頭の住居跡内及びその周辺調査区から良好な資料が出土している。

1 ~ 3は，滑車形を呈する耳飾である。 2の内面には 半円状の刻み目を有する装飾帯が施

されている。晩期前半のものであろう。 3は，中心部が中空にならないものである。 4は環状

の土製品であるが，形状的に員輸と似るため，腕輪の可能性があろう。 5は，中心部に孔を有

する偏平な土製品である。 6は 土版である。おそらく全体の1/4程度の残存であろう。安行

3 c式に比定できる。 7，8は土偶脚部である。 7のほうが，足を横に踏ん張る度合いが強い。

文様の特徴から， 7は安行3c式に， 8は安行3d式に比定されよう。 9は，焼成前穿孔の孔

を両側に有するもので，口唇部以外の外周は欠損面である。形状から土器片錘と判断したが，

別の用途に用いられた可能性も考えられよう。1O~18は，土製円盤である。 9 点の出土のうち，

後期の土器片を使用したものが2点(10，12)，晩期の土器片を使用したものが3点(11， 13， 

14)を数えるほかは，無文のため時期不明である。士器片の周囲は 打欠調整されるものが多

く，研磨調整されるものは11，12， 14， 15である。

-34-



。 U~ (。
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も1 (4 T) 2 (7 T) 3 (4 T) 

4(5T-OOl) 

亡〉 6 (6 T) 

5 (6 T) 。
7 (6 T) 

ぐ¥ 。 10cm 

第30図土製品(1)

挿図番号 遺物番号 種 日IJ 現存長cm 幅 cm 重き g 時期 備 考

1 4T， 6 耳 飾 1.85 5.05 後期以降 幅は，高さ

2 7T， 2 耳 飾 1.80 5.11 晩期前半 " 
3 4T， 23 耳 自信 1.85 16.92 後期以降 " 
4 5T~00 1.1 05 環状土製品 1.70 10.39 後期以降 <-

5 6T， 5 有孔円盤ワ 5.80 1.60 26.13 後期以降 " 
6 6T， 5 土 版 6.70 4.70 102.9 安行 3c 

7 6T， 2 土 f寓 6.70 4.20 113.6 安行 3c 

8 6T， 4 土 1関 7.10 6.90 236.9 安行 3d 

9 5T， 6 土器片錘 3.25 2.40 7.92 不 明 焼成前扶り

10 4T， 6 土製円盤 3.90 2.40 12.55 後期前半

11 lT， 29 土製円盤 4.05 3.30 15.79 加曽利 B

12 4T， 6 土製円盤 3.50 3.40 18.56 不 明

13 10T~0013 土製円盤 4.60 4.20 24.04 晩期削半

14 4T， 4 士製円盤 4.70 2.70 18.30 晩期則半

15 l1T， 2 土製円盤 4.00 3.60 26.26 不 明

16 4T， 115 士製円盤 4.50 4.25 16.13 不 明

17 5T， 7 土製円盤 3.40 3.10 10.73 不 明

18 8T， 11 土製円盤 3.40 3.00 11.61 不 明

表2 土製品属性表



選~U 遠野?10 (4 T) 
11 (IT) 12 (4 T) 

13 (10T -001) 

9 (5 T) 

。
17 (5 T) 

18 (8 T) 15 (11 T) 
16 (4 T) Q 5 cm 

14 (4 T) 

第31図土製品 (2)

3.石器 (第32，33図，図版14-2 ) 

今回の調査では，表3のとおり計102点の石器が出土した。

1は打製石斧である。流紋岩の偏平磯を素材とし，磯の一端から表裏面に調整を施し刃部を

作出している。 2は蛇紋岩製の小型の磨製石斧である。刃部が欠損している。全面に精綴な研

磨が施され，あるいは装飾品としての機能をもつものと思われる。 3~ 9は，磨石である。 7

が花筒岩製である以外はすべて安山岩製である。 3，4は平面形状は円形，断面形状が長方形

となり，円柱状の磨石である。全面にわたってよく研磨され， 4は上下の平坦面にわずかに窪

みを持つ。 5，6は全面に研磨痕が見られるが，自然礁の形状に近いものである。 7~ 9は平

面形状が長方形に近いものである。1O~15は敵石である。いずれも棒状磯の上下両端に微細な

敵打痕が見られる。 16，17は石血である。16は安山岩製で，縁辺部が急激に立ち上がる断面形

状である。 17は花筒岩製で，表面には窪みが見られる。 18~20は調整痕のみられる剥片である。

18はチャート製の縦長剥片の打面側に調整が施され，おそらく石鍛の作出を意図したものと恩

われる。 19はチャート製の剥片の縁辺全周に急角度の調整が施される。形状を整えるための調

打石製斧 磨石製斧 磨石 厳石 石血 軽・智史H石ロ口ロ 石鍬
R. u. 

F 1 Ch Co 百十F 1 F 1 

1 T l l l 3 

2T 

3T 

4 T 3 2 l l 2 6 2 17 

5T l 5 3 2 13 

5T-001 3 6 10 

6T 1 1 l 7 18 29 

7T l 

8T l 4 5 

9T 2 l 11 l 15 

10T l l 

11T 2 3 2 l 8 

言十 l 12 10 3 l 2 15 51 6 102 

表3 石器組成表(1)
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第32図石器(1)

-37-



ζこ〉 E二ミ18 (5 T-001) 

~ 

一島頼む
亡〉 20 (5 T -001) 

19 (4 T) 

~ 

血色
くこ〉幻(1T) 

忘主持~

。

22 (4 T) 

5叩

第33図石器 (2)

整ではなく，刃部作出のための調整と思われ，スクレイパー的なものである。 20は黒曜石製の

剥片の打面を除去するような調整が施されるが，使用目的は不明である。 21はチャート製， 22は

黒曜石製の剥片である。両者とも表面にみられる剥片剥離時の剥離の方向には規則性がみられ

ず，単に石器の素材となりうる剥片を得るために剥離されたものといえる。

長さ叩 i幅cm 厚cm 重量g 1 備

10.43 i 6.51 i 3.07 i 315.26 1一部被熱。
冊目番号|遺物番号| 器 種 | 石 質

1IST，7 1打製石斧|流紋岩

2IST，6 1磨製石斧|蛇紋岩

311T，1 1磨 石|安山岩

411lT，2 1磨 石|安山岩

5IST，271 1磨 石|安山岩

616T，3 1磨 石|安山岩

719T，2 1磨 石|花嗣岩

817T，1 1磨 石|安山岩

911T，2 1磨 石|安山岩

1o IST-001，2671敵石|砂岩

11 IST-001，26 1敵石|砂岩

12 14T-6 1厳 石|石英斑岩

13 14T-6 1厳石|砂岩

14 15T-001，1 1敵 石|安山岩

15 15T-l 1敵石|砂岩

16 16T-5 石 皿|安山岩

17 14T-2 1石 皿|花筒岩

18 15T-001，2 1調整痕ある剥片|チャー ト

19 14T-6 1調整痕ある剥片|チャー ト

2o 15T-OOl 1調整痕ある剥片|黒 暗 石

21 11T-24 剥 片|チャート

22 14T-16 剥 片|黒曜石

4.29 : 
-ー一一→
5.56 : 

2.l5: 
一一ーー→
5.52 : 

4.83 : 

考

0.94 : 痕磨研面全損一欠一
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4.l7: 

3.81 : 

851: 8.83 : 6.80 : 738.05 

10.00: 7ω5.71: 544.21 1被熱。

6.21: 7.15: 4.41: 311.441被熱。

4.20 i 5.l8 : 3.74 : 122.381被熱。
5.47 : 3.93 : 4.47 : 109.871被熱。

8.ω4.21: 4.50 : 233.57 1両端に微細な厳打痕。

6.63: 3.79: 3.67: 143.381両端に微細な蔽打痕。

5.η: 3.64: 2訓 73.241両端に敵打痕。被熱。

5.68 : 3.05 : 2.41 : 61.62 I両端に微細な敵打痕。
4.37 : 

3.49: 

6.93 : 

一一→18.52 : 
3.70 : 
-一一一一+
3.39 : 
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3.41: 3.09: 1.03: 11.92 

l.91: 2.88 : 0.62 : 3.66 I末端部折断。

表4 石器属性表
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打石斧製 石磨製斧 磨石 蔽石 石皿 軽製石品 石鍛
R. U. 

F 1 Ch c 。計F 1 F 1 

安山岩 11 2 14 

変成岩 l l 

砂 岩 6 6 

花嗣岩 l 2 

石英斑岩 l l 

絹雲母片岩 l l 

流紋岩 1 

蛇紋岩 l l 

軽 石 l 

黒曜石 20 21 

チャート 2 13 30 5 50 

メノウ l 2 

凝灰岩 1 l 

計 1 12 10 3 1 2 15 51 6 102 

表5 石器組成表(2)

4.骨角牙製品(第34図，図版15-2 ) 

これまでの調査においても，数多くの骨角牙製品が出土している上新宿貝塚であるが，今回

も5T-00l号住居跡を中心に良好な資料が得られた。 5T-00l号住居内からは，ヘアピン，垂飾品

等の製品をはじめとして，切断痕や加工痕のある未製品状のものも目立ち，骨角器製作跡とし

て捉えることが可能であろう。

1は，イノシシ牙製の鍛である。基部には小孔が穿たれる。縁辺は薄く，全体は丁寧に研磨

されている。 2は，マグロ類鰭練製の刺突具である。側面に擦痕が認められる。 3も刺突具で，

鹿角製である。基部は円柱状に調整される。 4，5は，へアピンである。きわめて丁寧な調整

が施されるため，素材については明確ではない。 4は軸頂に単純な加飾部を有する。 5は， 4 

と同ーの素材から加工されたと思われるが，加飾部は持たない。 6は1T-003号住居跡から出土

したもので，中程から折れているが，やはり軸頂に加飾部を持たないヘアピンの可能性が高い。

骨製と思われるが，明確ではない。全体に赤彩が施されている。 7は，サメの歯に穿孔を施し

た垂飾品である。エナメル質部分は変色し，暗褐色を呈する。 8は，イノシシ牙製の垂飾品で

ある。穿孔は片側から行われている。 9~11は，未製品または製品の一部と考えられるもので

ある。 9はシカの中手骨，または中足骨で，擦り切り切断後，全体を研磨している。 10は，鹿

角加工品である。自然面は磨耗により，ほとんど失われている。角枝の先端部分を切断したも

のである。 11は，イノシシ牙の加工品である。先端に擦り切り切断痕が認められるほか，側縁

部に擦痕が観察できる。 12，13は，いずれも貝サンプルの選別作業中に検出された，員製の小

玉垂飾品である。出土地点は 4Tで 加曽利B式期のマガキを主体とする純貝層中である。
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。9 (5T-001) 。

⑨ 0@  
12 (4 T) 

@!] 

o 2 cm 

持図番号 遺物番号 種 日IJ 材 質 現存長cm 幅cm 備 考

5T-001.1 鍛 イノシシ牙 2.4 1.1 

2 5T-001，176 車リ 突 具 マグロ類鰭練 5.1 0.6 側面に擦痕(加工痕)

3 5T，20 車リ 突 具 鹿 角 10.8 1.4 基部に擦痕(加工痕)

4 5T-001，174 ノ¥ ア ピ ノ 不 明 8.0 0.6 

5 5T-001，175 ノ¥ ア ビ ン 不 明 8.9 0.5 

6 lT-003，4 '̂ ア ピ ン 不 明 5.1 0.5 赤彩，半欠

7 5T-001，8 垂 飾 ロロロ サ メ 歯 2.9 1.9 エナメル質暗褐色

8 10T-001.1 垂 飾 ロロロ イノシシ牙 2.7 1.4 

9 5T-001，230 器種不明加工品 シカ中手(足)骨 10.2 1.0 加工痕，切断痕

10 5T-001，268 鹿角加工品 鹿 角 7.9 1.2 切断痕

11 5T-001，18 イノシシ牙加工品 イノシシ牙 6.4 2.0 加工痕，先端に切断痕

12 4T，10 貝 。コ 玉 不 明 貝 0.6 0.25 隔は高さ

13 4T，9 貝 の 玉 不 明 貝 0.3 0.2 " 

表6 骨角牙製品属性表
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5.動物遺体(表7) 

今回の調査でも，多種にわたる動物遺体が多量に検出されている。本貝塚に包含される動物

遺体の多様性を，改めて認識させられることになった。ただし，今回は本格的な分析までには

至らなかったため，本格的な分析を今後の課題とし，中間報告のみにとどめる。なお，種同定

については，軟体動物を当文化財センター 西野雅人が行い，脊椎動物を千葉県立中央博物館

小宮孟氏にお願いした。

(1)採取の方法と同定結果

今回同定されたのは，発掘によるものと 4T， 5T-001， 8 T， 9 Tから採取した員層のコラ

ムサンプルから得られた資料である。この他にも全体の分析が進めば，小型魚骨，微小巻員等

を中心に，新たな種名が追加されることは確実である。

1.貝類 ウネナシトマヤガイ Trap叫 mliratum 

鹿足綱

ツポミガイ PαtelJoidae pygmaea lampanicola 

イポキ叶ゴ Umbonium (Such叫m)mon凶ifeum

スガイ l:unella coronata coreen悶

タ7キピガイ Littorinαbrevicula 

ウミニナ属 Batillaria spp 

へナタリ属 Cerithidea sp. 

アカニシ Rapana venos，α 

イボニシ Tha国 (Rei.sh回)clavigera 

マルテンスマツムシガイ lndomitrella m泡吋enSL

アラムシロガイ Reticun同部 festiva

パ4 Balylon回 )apon四

イモガイ科 Conidae gen. & sp. indet. 

腹足綱前箆亜綱種不明(巻き貝の蓋)

腹足綱種不明

纏足絹

ツノガイ Antali.s we血kauffi

ニ披貝網

ザJレポウガイ Scaphal四 subc.月nata

ハイガイ Teg必2陀agranosa 

マガキ Crassost用'aglgas 

マツカザガイ lnversid飢sjapa間同日

イシガイ科種不明 U nionidae gen. & sp. indet 

バカガイ Mactra chinen邸

シオフキガイ M actra quadrangularis 

カガミガイ Do訓 orb白(Phacosoma)japonicum 

ミルクイガイ T月叫skeenae 

サピシラトリガイ Macoma contaburata 

ムラザキガイ So/ete肱nadiphos 

シオ骨ザナミガイ科種不明 Psammobudae g四.& sp. indet 

マテガイ So/en strictus 

ナミマガシワガイ Anom回 chinens回

ヤマトシジミ Cobicura japon即

アサ I} Ruditα'pes philippinarum 

オキアサリ Gomphinα(Macrid町山)aequi1atera 

ハマグリ Meretrix /usoria 

オキシジミ Cyclina sine出血

ハナグモリガイ Glauconome ch即 n拙

オオノガイ Mya a用nanaoonogal. 

イシゴロモガイ A申idopholasyoshimurai 

二枚貝綱種不明 Gen. & sp. indet 

2.節足動物
甲殻綱

7ジツポ類 Thoracica fam. indet 

3.魚類
軟骨魚網

サメ類

硬骨魚網

Lamniformes fam. indet 

ボラ科種不明 Mugilidae sp 

スズキ属 Lateolabrax sp. 

クロダイ属 Acanthopagras sp. 

4.鳥類
ガンカモ科種不明 Anatidae gen. & sp. indet 

5.晴乳類
サル Macaca fi叫回ta

タヌキ Nycter四 tesproりonoides

キツネ Vu/pes vu/pes 

イヌ Cαn阻 fam必町古

アナグマ Me/es"坦'/es

クジラ目積不明 Ceta田afam. indet 

ニホンジカ Cervus nippon 

イノシシ Sus scrofa 

表7 動物遺存体種名一覧
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(2)動物遺体の概要

今回の同定資料は，全体のうちの一部であり，数的処理についても員類が行われたのみであ

る。ここでは，前回の報告(直良 1941)を参考に，各類にみられる傾向を簡単に整理しておく。

貝類

腹足綱12種，掘足綱1種，二枚貝綱21種が同定された。後に述べるが，員種の組成は各地点

ごとに特徴のあるものとなっている。概略的には， 4 T， 5 Tの南側弧状員層にマガキをはじ

めとする蹴水産員類が多く， 8 T， 9 Tの北側弧状貝層では汽水産であるヤマトシジミが主体

を占めている。また，同じ汽水産で今回新たに同定されたマツカサガイを含むイシガイ科貝類

は，いずれも微量ではあるが5T-001，8 Tのサンプル中に見られる。なお，サンプル中には現

れなかったが，標本用に採取したものの中にカガミガイ，ナミマガシワが認めらた。

魚類

4種が同定されている。今回もフナ等の淡水魚は同定されなかったが，今後分析が進めばこ

れらについても同定される可能性が高い。

鳥類・晴乳類

9種が同定された他に人骨が検出されている。晴乳類ではシカが最も多く，小宮氏によれば，

イノシシには幼猪の骨が含まれるという。

6. 貝サンプル(表 8~表11)

南側弧状貝層に設定した4T， 5 Tと北側弧状員層に設定した 8T， 9 Tの4か所から合計

27カットの貝サンプルを採取している。このうち 5Tのみが遺構内貝層のサンプルである。時

期的には4T， 5 Tが後期加曽利B式， 8 T， 9 Tは晩期前半と思われる。分析は1990年度に

千葉市誉田高団員塚で行った方法によった(出口 1991)。

(1)採取方法

各サンプルの容量は40X40X5 cm (8，000crrl)である。すべて垂直コラムで採取している。基

本的には各サンプルの容量は同一であるが， 5T-001， 8 Tではそれぞれ1カット目に貝層上面

の凹凸部分を含めているため，他よりも採取量がやや多い。また， 5T-001では床面まで，その

他の地点では，土層に入って破砕貝等の混入しないところまでサンプルの採取を行った。

(2)貝類の組成比率

発掘調査中の印象とは異なり，全体的にはヤマトシジミが7割を占めている。これは 8T， 

9Tでの個体数によるところが大きく 特に9Tでは99%までがヤマトシジミによって占めら

れている。

4T 

マガキが個体数で65%，重量で90%を占める。個体数では，ウネナシトマヤガイが21%の割
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合でこれに次ぐ。ウネナシトマヤガイは小型の貝なので， 2 mmメッシュ以下の資料中には，ま

だ多くの個体が含まれていると推察される。 汽水産であるヤマトシジミは個体数で11%である。

5Tーo0 1 

数量的にはマガキが37.5%と最も多いが 数量比20%のハマグリも重量比ではマガキとほぼ同

率の28%である。ほかにはウネナシトマヤガイ，サルボウガイ，オオノガイが個体数50以上を

数え，数量比では4.9%以上のものとなる。また，アカニシの個体数19は，他地点よりも目立っ

て多い。汽水産ではヤマトシジミとマツカサガイが見られ， 8.1%の割合を示す。このように当

地点では，多種のものがそれぞれ比較的均等に含まれていることが特徴である。

8T.9T 

ともにヤマトシジミが個体数で95%以上を占める。特に 9Tでは，重量比でも97.3%を占める。

鹸水産の貝では，ハマグリが8Tで数量比2.2%，9 Tで同じく0.6%の他は，マガキ，サルポウ

ガイ等がわずかに見られる。

(3)貝類の計測値

今までに述べたように，各地点ごとでの貝類組成はそれぞれ特徴のあるものとなっており，

これらは調査時からも感じていたことである。 8T， 9 Tは比較的近接するトレンチだが，ヤ

マトシジミの大きさの違い等が観察され，計測による詳細なデータ化が期待された。

計測は，これら主要な員を対象に行い，グラフ化したものを掲載した。ここでは，全地点で

まとまった数量が得られたヤマトシジミを中心に，地点ごとの比較を行い，おおよその傾向を

整理しておきたい。 8T， 9 Tのヤマトシジミは，全体には殻長25~32.5mmのものが両地点とも

に多く見られるが，殻長37.5mm以上の大きなものは8Tに多い。これをカット別に見ると， 8 T 

の上位で採取したサンプルに殻長30~37.5mmのものが多いのに対し，下位で、は22.5~30mmのやや

小さいものが多く採られている。 9Tでは，上位で22.5~32.5mmの広い範囲が採られ，中位では

22.5~35mmに広がる。それよりも下位にあたる Cut6では，やはり中位と似た傾向であるが， 25 

mm以下がほとんど採られていないことに注目できる。南側弧状貝層である 4T， 5 Tでは資料

数が少ないという制約があるが，いずれも殻長20~30mmのものが多い傾向を示し，明らかに北

側貝層よりも小型が採られている。南側と北側では，員層の形成時期の違いが，ヤマトシジミ

殻長の違いにも反映されたものと思われ，気候などの変化とも関わるものであろう。次にマガ

キでは， 4 Tでまとまった資料数を得ている。 4Tのグラフは，いわゆる双峰状を呈し，殻長

40mm以下の比較的小型のものと，殻長45~75mm以上の大きなものの両方が採られている。カッ

ト別には，ほとんどのカットが平均的な傾向を示す中で，貝層中位である Cut5だ、けに殻長60~

77.5mmのものが集中する。 4Tの資料となった員層がブロック的なもので，比較的短期間のうち

に堆積したとするならば，これらの違いは採取時期(季節)の違いよりも，むしろ採取場所の

違いによるところが大きいように思われる。ハマグリは資料数的に少なく，グラフにまとまり
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N.まとめ

1.貝層の分布とその形成時期について(付図1) 

既に述べたように上新宿員塚では 大きく北側と南側に弧状の員層が形成されていることに

加えて. 1 Tの西側と南側に比較的大きなブロック状の貝層が堆積していることが，ボーリン

グ調査によって明らかになった。弧状貝層については各トレンチの状況を述べる中で，発掘に

より得られた所見を記したが，ここではそれらとともにトレンチ調査を行わなかった貝層につ

いても表面観察等からの所見をもとに整理しておきたい。

今回調査された貝層のうち最も古い時期に相当するのは，後期中葉の加曽利B式期である。

いずれも南側弧状貝層にある 4Tと5Tで検出されている。南側弧状貝層のある台地上とその

周囲は，立ち入るのが困難なほどの篠林に覆われていた。可能な限りの伐採により，貝層範囲

については確定できたが，貝層堆積密度の濃淡までは把握しきれなかった。濃淡まで押さえる

ことができれば，遺構密度を推測する大きな手がかりになっていたはずである。 4Tでは晩期

前半の遺物包含層も認められ，晩期に至るまで何らかの形で，この付近の土地利用がなされて

いたと考えられる。なお. 4 Tの西側で弧状員層が大きく扶れた部分は，近年の整地作業によ

る削平が行われているためである。一方5Tでは，晩期遺物包含層は存在せず，この付近は遅

くとも後期末までに，利用できる用地が飽和状態となっているものと推測される。すなわち，

それだけこの付近に加曽利B式期を中心とする後期の遺構及び，貝層が密集しているというこ

とであろう。次に北側弧状貝層では，北半の範囲は確定できたが中央部付近は宅地のため，や

や不明瞭である。前回のボーリング調査では宅地付近から北側に，貝層が面状のものとして捉

えられている。今回の調査では宅地の南側 (7T付近)に認められた員層との連続が捉えられ

ているが，南側弧状貝層と同様に員層の濃淡までは把握しきれず，少なくとも南側弧状貝層ほ

どの密度で貝層が弧状に連なっているとは言いきれない。表面観察では，宅地の西側にヤマト

シジミを主体に，マガキ，サルボウ，ハマグリ等が混在して散布することが認められた。 7T

の混土員層から出土した遺物は，加曽利B式土器を主体に，少量の堀之内式，後期安行式等が

あり，北側弧状貝層において観察できる輔水産の貝は. 7 T付近が最も多い。北側の 8T. 9 

Tで検出された貝のほとんどが汽水産のヤマトシジミで，周囲に見られた遺物の多くが晩期前

半であったことからも，北側弧状貝層の堆積はその南端に当たる 7T付近から始まり漸移的に

北側に向かうと推測される。あるいは前述したような理由で. 7 T付近の員層については南側

弧状貝層と同時期に形成された面状貝層として捉えたほうが妥当かもしれない。遺跡北東部で

北側貝層と南側弧状員層の開口部となる付近には. 1 Tの西側をはじめ，いくつかのブロック

状の員層が認められている。 lTの西では，いずれも少量ではあるがヤマトシジミ，サルボウ，

マガキの散布が認められる。 lTでは，堀之内 l式期の住居跡が重複して検出されている。こ

48-



の南側に認められた貝層は ボーリングの感触ではそれほど厚い員層ではなかったが，ヤマト

シジミを主体としていることが観察されている。前回の調査で検出されている晩期前半の住居

跡と位置的に近く，ブロック状の員層が遺構内堆積であれば， この付近に晩期の居住域を想定

することができょう。

最後に問題点を整理し，今後の調査等の課題としたい。4T付近(南側弧状貝層の東側部分)

は，斜面部下方であることから居住域と考えるよりも，廃棄の場所として利用されていたと思

われる。出土した土器の時期的な幅からも，利用期間は長く後期前半から晩期に及んでいる。

しかし，いずれの時期においても単なる廃棄の場所としてだけではなく， 目前にある現在の低

地部分を意識していたことが十分に想定されるため，今後は低地部分についての調査に期待が

持たれる。北側弧状員層については， 8 T， 9 Tという比較的近接した位置にしか トレンチを

入れられなかったが，いずれも汽水産のヤマトシジミが9割以上を占め，南側弧状員層とは貝

類の組成を明らかに異にする。周囲から出土した土器に晩期のものが主体的に見られたため，

晩期の員層と捉えたが，サンプル採取部分しか発掘していないため，貝層の時期を確定できる

ものではない。例えば野田市東金野井貝塚では，後期加曽利B式期の貝層において，汽水産の

ヤマトシジミが9割以上を占めていることが確認されている。これまでは，北側弧状貝層と南

側弧状員層が別時期のものであることを前提に所見を述べてきたが，北側員層の下に古い時期

の員層が堆積している可能性も十分考えられるので この点も今後の調査に向けての課題とし

たい。

2.遺構の分布と集落の範囲 (第お図)

今回の調査では住居跡4軒，土坑9基

が確認されている。前回の調査成果と併

せても，未だ限られた情報でしかないが，

遺跡の比較的外側に設定したトレンチか

らは，集落の範囲が確定され，遺構を検

出できたトレンチでは，遺構の分布につ

いて資料的な蓄積を加えることになった。

ここでは前回の調査と併せ.これまでの

調査成果を整理しておきたい。まず，集

落の範囲について述べ，次に時期的に見

た遺構の分布を概観する。

第35図遺構配置模式図
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上新宿員塚では，南側弧状員層の分布する南側に突出する台地を東西から挟むように谷が進

入していることが，明らかになっている。すなわち東西南の三方までが谷により固まれている

わけである。遺跡範囲としては低湿地遺跡の存在が考えられるため， これらの谷部を外すわけ

にはいかないが，集落の範囲はその立地から見ても比較的容易に限定されそうである。貝塚主

体部から離れて設定したトレンチから見れば， 3 Tの東側の谷は，南側員層の東側から北に向

かつて進入するものである。 3T西側の表土中から出土した土器片は少量で，この付近が遺跡

東側の限界を示すものと思われる。 2Tでは台地平坦面上であるにかかわらず，遺構等は全く

検出きれなかった。出土遺物も僅少で， 3 Tの調査結果と併せ， 2 Tの北及び東側に集落の範

囲が及んでいるとは考えられない。 10Tでは， トレンチ南端から土坑3基が近接する状況で検

出されているが，北側は空白である。lOTの状況を見る限りでは，これより北側に集落の展開

はないものと思われる。 9Tでは遺構の検出はないものの，晩期前半の良好な包含層が認めら

れており，遺跡範囲とともにさらに北に広がるものである。いずれにしても 9T付近を除けば，

集落の範囲は貝層外縁を結ぶラインの外側に大きく広がるものではなく，比較的コンパクトに

まとまるものと思われる。

これまでに確認されている遺構は，住居跡では堀之内式期，加曽利B式期，安行2式期，安

行3a式期のものがある。土坑ではやはり後期と思われるもの，晩期前半のものが認められて

いる。堀之内式期の遺構は 1Tでの検出状況から 付近に高密度で分布するものと予測でき

る。また，昭和39年から41年の調査では南側弧状貝層の中央部北縁付近から床面が確認された

ほか， 5 T付近で人骨を伴う土坑が検出されている。南側弧状貝層である 4T， 5 Tで確認さ

れた貝層は，加曽利B式期を中心とするものであり，当貝層下には堀之内式期から加曽利B式

期の居住域を想定できょう。後期後半の安行式期に属する住居跡は，今回の調査では検出され

なかったが，前回では南側弧状員層の北端部付近(第2図， Dトレンチ)から検出された安行

3 a式期住居の下部から確認されたことが報告されている。また，その東側に近接して設定し

たトレンチからも安行2式を主体とする土器が出土し，住居跡状の落ち込みが見られたとの報

告がなされている。今回の調査でも後期安行式の土器は各トレンチから出土し，その分布範囲

の広さが確認されているので，当該期の居住域は比較的広い範囲に及ぶことが考えられよう。

続く晩期では，前述のように安行3a式期の住居跡が1軒検出されているのに加え，今回の10

T， llTから晩期前半期の土坑が検出されている。両トレンチの状況からは， 10T南端から11

T付近に当該期土坑群の存在が推測される。今のところ士坑群の性格を明らかにすることはで

きないが，いずれにしても遺跡北東部の貝塚関口部付近から貝塚の内側を中心に，晩期の居住

域を想定することができょう。また，員塚の中央部に比較的近い位置に設定することができた

6Tからのみ，土偶，土版等の特殊な遺物が出土していることで，後晩期を通して貝塚中央部

が居住域とは異なった目的で利用されていたことが窺われる。
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3.おわりに

限られた期間での調査であったが上新宿貝塚を把握するための基礎的な資料は十分に得る

ことができたと思う。もちろんこれがすべてではなく 新たに提起される問題点も多い。出土

遺物の全体的な傾向として感じられた石鍛等の生産用具類が少なく，骨角牙製品をはじめとす

る装飾品が多いことも当貝塚の持つ特徴のひとつだが，生産活動についても今後周辺の遺跡と

の関連を考える中で解明されてゆかなければならないだろう。

参考文献

阿部正功「貝塚土器塚横穴所在地名表Jr東京人類学雑誌90j 1893 
赤堀英三「下総下新宿貝塚の貝類Jr人類学雑誌14j 1929 
石橋宏克ほか『銚子市余山貝塚j(財)千葉県文化財センター 1991 

遠藤邦彦・小杉正人・松下まり子 宮地直道・菱田 量・高野 司「千葉県古流山湾周辺域における完新世の環境変遷史と

その意義Jr第四紀研究第28巻第2号j 1989 
太田文雄『余山貝塚確認調査報告書j(財)千葉県文化財センター 1989 

岡田光広『西初石2丁目遺跡』西初石2丁目遺跡調査会 1981 

小栗信一郎「上新宿貝塚採集のオオツタノハ製貝輸についてJr流山市史研究第3号j 1985 
小栗信一郎『三輪野山遺跡群J流山市教育委員会 1989 

上川名 昭ほか「千葉県上新宿貝塚発掘略報Jr日本大学第3高等学校研究年報第11号j 1966 
上川名 昭「千葉県流山市上新宿貝塚Jr日本考古学年報19j 1971 
上川名 昭『古代学論攻創刊号』生田古代学会 1993

上守秀明『袖ヶ浦市山野貝塚発掘調査報告書j(財)千葉県文化財センター 1993 

金子浩昌・忍沢成視『骨角器の研究 縄文篇u慶友社 1986 
斎木 勝ほか『千葉市中野僧御堂遺跡j(財)千葉県文化財センター 1976 

蔀 i享 『横芝町山武姥山貝塚確認調査報告書j(財)千葉県文化財センター 1990 

鈴木公雄・林 謙作編『縄文土器大成4 晩期』講談社 1981 

出口雅人『千葉市誉回高田貝塚確認調査報告書j(財)千葉県文化財センター 1991 

中根君郎「下総下新宿発見の紡錘車状土製品Jr史前学雑誌4-3J 1932 
中谷治宇二郎「下総下新宿貝塚発掘の双口土器Jr人類学雑誌43j 1928 
直良信夫「下総上新宿貝塚発掘の自然遺物Jr人類学雑誌56j 1941 
野口義麿編『縄文土器大成3 後期』講談社 1981 

早川 泉ほか「千葉県上新宿員塚踏査報告Jr若木考古7U 1964 
宮内悦蔵・赤堀英三「下総国東葛飾郡下新宿貝塚遠足会記事Jr人類学雑誌43j 1928 
無名姓「下総図上新宿員塚遠足会記Jr人類学雑誌55j 1940 
安井健一『野田市東金野井貝塚発掘調査報告書j(財)千葉県文化財センター 1994 

四柳 隆『小見川町白井大宮台貝塚確認調査報告書j(財)千葉県文化財センター 1992 

-51-



写真図版





図版 1

上新宿貝塚周辺の航空写真(平成6年搬彩)縮尺約 1: 5，000 



図版 2

1 .遺跡遠景(南西から)

2.遺跡近景(南東の谷から)

3.遺跡近景(西から)



図版 3

各トレンチの状況(1)



図版 4

各トレンチの状況(2)



図版 5

各 卜レンチの状況(3)



図版 6

1. 1 T出土土器

2 

2. 1 T一o0 1出土土器



図版 7

1. 3T出土土器

2. 4 T出土土器(1)



図版 8
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4 T出土上器(2)



図版 9

5T出土土器



図版 10
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5 T -001出土土器



図版 11

1. 6 T出土土器 2. 7 T出土上器

3. 8 T出土土器



図版 12
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9T出上上器



図版 13

1. 10T-001出土土器

2. lOT -002出土土器 3. 11 T -001出土土器



図版 14

1. 11 T出土土器

2.石器



l.土製品

2.骨角牙製品
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